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最優秀賞 

木津川と里山を活かしたまちつくり 

竹蛇籠の編上げと設置とオオムラサキの産卵の発見 

ＮＰＯ法人 やましろ里山の会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優秀賞 
誇りをもって、楽しく、生き生きとくらせるまち 猪名寺 

猪名寺自治会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

【横山先生】 

みなさんお疲れ様でした。 

私の担当させて頂きました第 2分科会なんですけれども、今までの 10 回の発表会と比べて本当

に多様で、レベルの高い発表だったので、採点される方々も本当に苦労されたんではないかと思

っています。 

分科会の最後に皆さんの活動を広く知ってもらうために必要なことというのを発表者の方に、

かなり色々お訪ねしたんですけれども、積極的に、やっぱり色々な所に出て、この地域ならでは、

ここにしかないというものをしっかりアピールすること、というふうなこと皆さんがお話してい

ました。 

ぜひ、この中で皆さんの活動の発表の中で色々と仲間を増やしていって頂きたいと思います。

どうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【田端先生】 

 本当に今日はご苦労様でした。私から 2つ申し上げたいと思います。一つ目は最初に渡辺先生

からご報告がございました。それに関連してなんですけども、その中では皆さまももしかしたら

グサッと突き刺さるようなものもあったんじゃないかと思います。私に言わせると鋭い刀で切ら

れるというのは、生刀で叩かれたようなそういう痛みを感じております。 

それは何かと言いますと、一つは皆さんの意欲が大事だけれど、それだけではだめなんだとい

うことだと思います。 



 
 

今日の、ご報告を聞いていて感じたのは、すごい意欲のある方がたくさんおられる、そういっ

た方々が頑張って地域を良くしていきたいというと思いがある。だけどその組織をどうしていく

んだろうかと思った時に、まだまだ解決しなければいけない課題があるなと感じた所が 1点でご

ざいます。 

２点目なのですが、これは私が担当している分科会の所の特徴かもしれません。第１分科会で

すが。様々な多様な主体というのが登場してきたということでございます。一つはもちろんＮＰ

Ｏとか、いわゆるボランタリーセクター。もうひとつはボランティア、これは特に法人格を持た

ずに任意団体でのボランティアでもここまでできるんだという活動を見せてくれました。 

それから３つ目は自治会、今日、表彰された猪名寺なんかもそうなんですけども、自治会がこ

ういうふうな、自治会の活動が多様化して新しいことをこれだけやろうとしているんだ、という

担い手になっている。４つめが株式会社です。株式会社は営利企業ですけども営利的なことをや

ることによって継続性を持たしていくというようなことが出てきました。もちろん営利企業とい

っても、コミュニティビジネスとか、ソーシャルビジネスとかいう分野ですけども、そういった

意味ですね。 

このように多様な主体が地域に関わるようになってきているということの意義は、今後、考え

ていかなきゃいけないことだなという風に思います。それは何かといいますと組織化の課題です。

何かというと、それぞれ組織文化が違います。ボランティアだったらＮＰＯとはまた違います。 

そしてもちろんソーシャルビジネスやコミュニティビジネスや自治会とも違います。そういった

ものをどうやって組織化していくのか。今日の最初の渡辺先生のお話、巻き込み方、あれは非常

に参考になるなぁと思いながら聞いておりました。 

各団体の皆さま方には様々な主体があると思います。こういった主体をどうやって巻き込みんで

いくのか、今日は巻き込み方の勉強にもなったかなと思います。どうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

【森重先生】 

皆さま大変お疲れ様でした。本音でどこにしようか迷いました。この手のことで、「接戦になり

ました」と美辞麗句的に言うこともあるのですけども、今回は本当に迷いました。30 分くらいか

かりましたかね。10 分の予定の所を 30 分かけてやりました。 

今回は初めてのポスターセッションの試みで、どういう切り口で評価するかということも含め

てずいぶん議論しました。今回うちが取れるんと違うかと思っている所もあったと思いますけど

も、そうでなかったのは全部私のせいにしておいて下さい。申し訳ありません。本当は、本当に

たくさん選びたいと思いました。活動をずっと続けておられるという所もありますし、今、田端

先生がおっしゃった色んな人を巻き込んでいる所、新しい入り口を見せている所、新しい組織で

もって活動を始めている所、それから他団体にはない非常にユニークな活動をしている所、それ

ぞれ皆さん良い所があって、どこにどういうふうな点数をつければいいか、私達は何を評価すれ

ばいいのかとかなり迷いました。 

今回最優秀賞に選んだやましろ里山の会さん、それから猪名寺自治会さんもそうですけど、そ

の活動が多様な活動を次々に出している部分という所と、猪名寺自治会に関しては、計画を立て

てそれを進めておられる所という部分がまちづくりであるということ、それから多様な所に反映

させていく「元気」という部分で最終的に最優秀賞と優秀賞とを決めさせて頂きました。 

この手の活動で順位をつけること自体がナンセンスと思う所もあるかと思うのですけども、賞

状をもらって嬉しくないことはないと思いますので、これを機にまた活動をご尽力頂ければと思

います。 

それから、皆さんの活動が点数が低かったわけではありませんので、来年もさらに進化させた

ものをここでご発表頂いて、また交流して頂いて、それぞれが刺激し合いながらこの地域全体、

関西元気なまちづくりの観点、もう１個いうのを忘れましたね。私が残念ながら発表は聞けなか

ったんですけども、ポスターをずっと見ていて、皆さんの意見を伺っていて、高齢化とか地域の

活動をどう持続させていくかが課題だと皆さん挙げられている所が多かったんですけども、実際

の写真とか皆さんお話を聞いていると結構学生さんとか小学生とか色々と巻き込んでおられる、

関わる機会を作っておられる所、それからそこに住んで

おられる以外の人たちの参加する場を作っておられるこ

とが、非常に私は印象的でした。 

地域づくりというのはそこに住んでいる人たちだけで

はかなり限界がきているので、外の人によく見せて関わ

ってもらうか、そういう意味では私自身はまた違う観点

で評価したかったんですけれど、そういう意味では私自

身も大変勉強になりましたし、皆さんもそのあたりは勉

強になったのではないかと思います。また来年もこの会

があるかと思いますので、また是非、発表されなくても

聞きに来るだけでも十分価値があると思いますので、ご

参加頂いて交流を深めて頂ければと思います。本日はど

うもありがとうございました。 


